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価値あるデジタル人材とは？

「社員が最も重要な資産だ」。それを聞くと私たちは天を仰ぐ。これは企業のリーダーがよく口にする善意の言葉だが、あり
ふれた決まり文句になってしまい、本来の意味と重要性がほとんど失われている。とはいえ、秀逸なデジタル戦略にはまず
秀逸な人材が必要となる。変化が加速度的に生じる世界では、組織にとって最善の戦略は、組織が変化の海を乗り切れる
ようなインフラを確立することだ。それは最も有力な資産から着手される――もちろん、社員である。

デジタル人材を
確保できないことが、実はデジタ
ルディスラプションが引き起こす重大な脅威の一つである
ことが、私たちの調査で分かっている。だが、価値ある人材を確保する方法について述べる前に、デジタルワークが進む環
境で成功するためにはどのような人材とスキルが最も重要なのか、明確にしなくてはならない。

ハードとソフトの、ハイブリッドスキルが求められている

テクノロジーが急速に変化する世界では、テクノロジーに関するスキルと能力は重要で、今後の仕事とキャリアにとって必須
条件となりつつある。これは何も新しい問題ではない。60年前、ソビエト連邦が人工衛星スプートニクの打ち上げに成功す
ると、アメリカに衝撃が走った。アメリカより数カ月も早いソ連の成功は屈辱的だった。この出来事は、「アメリカの科学教育に
待ち望まれていた改革を実行するきっかけとなった。科学教育に新たな方針が必要だと長年推進してきたアメリカの科学界
は、この国家的な機運の高まりを捉え、カリキュラムを刷新した」。

私たちは現代版スプートニク効果を経験している。実際、過去20年間におけるSTEM（科学Science、テクノロジーTechnolog
y、エンジニアリングEngineering、数学 Mathematics）教育への投資の増加は、こうした分野が個人間、組織間、地域間競争
において重要な役割を果たすという認識を裏付けるものだ。

アメリカ連邦労働統計局は、2012年〜22年の間にこの分野の雇用は900万人まで増えると見込んでいる。多くの組織が、プ
ログラミング、データサイエンス、データアナリティクスなどのテクノロジー関連のスキルを、最も需要のあるスキルとして挙げ
ている。ただ、本格的で深いテクノロジーのスキルは重要であり、将来のために必要な能力ではあるが、必要となる唯一の
スキルではない。それどころか、必要とされるスキルの中で最も重要なスキルとはいえないかもしれない。

STEMの分野に、人類学、心理学、社会学などのソフトサイエンスを含める人もいるが、これまではエンジニアリングやプログ
ラミング、数学などのハードサイエンスに圧倒的に重点が置かれてきた。それでも、従来のSTEMの分野にアート（Art）を加
えることを提唱するSTEAMという運動が起きているように、
創造性がイノベーションで重要な役割を担うことが、ますます認識されつつある。企業は現在、ハードスキルとソフトスキル、
テクノロジースキルとビジネススキル、この
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両者のバランスを図ろうとし始めている
――すべてを同じ一人の人に求めようとしている。これを、多くの組織が多様なテクノロジーで作ろうとしている山にも似た、
スキルの“山”と見なすといい。現在、このようなハイブリッドな役割が組織で増えている。

スキルを越えて、マインドセットへ… 続きを読む
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